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大学入試共通テストへの民間英語検定試験の導入

が延期が発表され、安倍首相が陳謝したニュースが

報道されました。ただ、現時点では、国語･数学に

おける記述式問題はそのまま導入される予定です。

学年通信第8号で報告したとおりだと、数学は以

下のような内容であると予想されています。国語も

試験時間が80分から100分に変更される等、全教

科で難化の傾向があると考えられています。内容が

易化するとは考えられていません。自分の将来は、

現在の自分の延長線上にあります。

頑張れ116期生！！

継続は力なり
計画→実行→確認→改善

＜ 数 学 ＞

・試験時間は６０分から７０分に変更される。 試験時間は増え

るが、問題文の量が増え、さらに記述式が導入されるなど、

時間は今まで以上に足りなくなる可能性が高い

・マーク式では、今までは選択肢の中から正解を１つ選ぶのが

一般的だが、正しいものを全て選ぶ(個数は分からない)複数

回答（正解数不明型）が出題される可能性がある。

・誘導や図を書く指示が減るなど、全体的に難化すると予想さ

れる。

・対策としては、ただ単に計算ができるようにするだけではな

く、公式の意味を理解するなど、授業をしっかり受ける。問題

文をきちんと読み、条件を正しく把握できるようにする。計算

力をつける。
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